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循環バス運行評価委員会では、現在の利用状況を踏まえ、試行運行後に本格運行へ速やかに移行すべ
きと考えていますが、次のような検討課題があります。 

運賃を有料とした方が良いの
ではないか？ 

積み残しが出ないよう今よりも大き
な車両に変更するべきか？ 

通勤・通学時間帯も運行すべき
ではないか？ 

有料にするとダイヤやル

ートの変更に手続きが多

く、迅速な対応が困難と

なります。 

通勤・通学時間帯も運行するに

は、積み残しの問題が心配さ
れます。 
また、運転手の交替要員が必要

となり、より多くの経費がかか

ります。 

有料化には、法令によ
りバリアフリーの車両
にする必要があるため、
車両を大きくしなけれ
ばなりません。 

大きなバスでは通行できない地域が出てくる可能性があります。（下図参照） 

〇 利用者の半数以上は、アグピー号に満足していただいています。 
〇 午前中の便は、多くの方に利用いただいています。 
〇 午後の便は、午前中に比べ空いている傾向にあります。 

循環バスの試行運行に関する意見をお寄せください。 
□問い合わせ先　循環バス運行評価委員会事務局（役場防災交通課）　fl（４８）１１１１（内２７７） 

利用者の満足度（車内アンケート結果より） 便ごとの利用者数（ブルーライン：平成２４年１０月～１２月） 

検討課題① 検討課題② 検討課題③ 

【現在の車両】 
ワゴン車（定員１４人）車両価格は約５００万円 

【現在よりも大きなバスの例】 
小型バス（定員２８人）車両価格１,５００万円以上 
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